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年
頭
の
ご
挨
拶

　
皆
様
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
旧
年
中
は
心
か
ら
な
る
ご
崇
敬
・
ご
奉
賛
を
忝
う
し
、
何

よ
り
六
年
ぶ
り
に
本
祭
り
が
無
事
盛
大
に
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
こ
と
は
ご
同
慶
の
至
り
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
誠
に
目
出
度

く
、
有
難
く
存
じ
ま
す
。
お
陰
様
に
て
例
年
に
も
勝
る
盛
大

な
祭
り
と
な
り
、
諸
所
で
皆
様
が
待
ち
に
待
っ
て
い
た
と
い

う
心
意
気
が
伝
わ
っ
て
く
る
祭
り
と
な
り
ま
し
た
。

　
連
合
渡
御
の
日
は
時
折
大
驟
雨
が
襲
い
ま
し
た
が
、
神
輿

を
担
ぐ
人
も
見
る
人
も
そ
の
場
を
立
ち
去
る
こ
と
な
く
渡
御

が
続
き
ま
し
た
し
、
そ
の
夜
の
石
見
神
楽
公
演
で
も
同
様
で

し
た
。
そ
う
し
た
中
、
深
川
神
明
宮
の
神
職
・
総
代
の
皆
様

が
清
洲
橋
の
東
詰
め
に
並
び
、
ま
た
西
詰
め
で
は
日
本
橋
中

洲
町
会
の
皆
様
が
水
掛
け
を
行
な
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
五
十
三

基
す
べ
て
の
神
輿
を
迎
え
・
送
っ
て
激
励
下
さ
っ
た
こ
と

は
誠
に
感
銘
深
く
、
祭
り
に
参
加
し
た
人
々
の
心
に
も
深
く

残
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
と
こ
ろ
で
四
年
後
の
令
和
九
年
、
富
岡
八
幡
宮
は
御
鎮
座

か
ら
四
百
年
と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
数
年
困

難
な
中
に
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
乗
り
越
え
、
御
神
威
の

い
よ
い
よ
輝
か
し
く
仰
が
れ
る
よ
う
に
努
め
て
参
ら
な
け
れ

ば
と
、
心
を
引
き
し
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今

年
は
そ
の
準
備
を
始
め
る
年
。
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
愈
々
の
ご
健
勝
ご

多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

宮
司

丸
山
聡
一



２
月
〜
如
月
〜

富
ヶ
岡

ご
よ
み

行
事

※

各
行
事
と
も
参
列
人
数
を
制
限
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

当
宮
発
祥
の
縁
起
物
「
白
羽
の
矢
」
の
授
与
を
始
め
る
神
事
。

（
一
般
の
方
は
ご
参
列
頂
け
ま
せ
ん
）

新
年
を
寿
ぎ
、
氏
子
崇
敬
者
ま
た
国
中
の
平
安
を
祈
る
、

一
年
最
初
の
お
祭
り
。

皇
位
の
始
ま
り
を
寿
ぐ
お
祭
り
で
、
皇
室
の
弥
栄
と
国
家
の

隆
昌
を
お
祈
り
し
ま
す

1
月

1

　白
羽
の
矢
授
与
式

　

　

※

午
前
〇
時
斎
行

　

　歳
旦
祭

　

　

※

午
前
八
時
斎
行

3

　元
始
祭

　

　

※

午
前
八
時
斎
行

７

　昭
和
天
皇
祭
遥
拝

15

　月
次
祭
（
縁
日
）

28

　月
次
祭
（
縁
日
）

〜
睦
月
〜

3

　豆
撒
き
式

3
月

1

　月
次
祭
（
縁
日
）

15

　月
次
祭
（
縁
日
）

20

　春
季
皇
霊
祭
遥
拝

20

　春
分
祭

20

　末
社
・
祖
霊
社
祭

28

　月
次
祭
（
縁
日
）

〜
弥
生
〜

八
幡
宮
歴
代
別
当
・
神
職
の
御
霊
を
お
祀
り
す
る
祖
霊
社
で
、

春
分
・
秋
分
の
日
に
祭
典
が
行
わ
れ
ま
す
。

15

　月
次
祭
（
縁
日
）

17

　祈
年
祭

28

　月
次
祭
（
縁
日
）

８

　末
社
・
粟
島
神
社
献
針
祭

　
　

※

午
後
二
時
斎
行

古
針
・
折
れ
針
に
感
謝
し
、
ま
す
ま
す
の
裁
縫
上
達
を
祈
る
お
祭

り
で
す
。
古
針
を
お
持
ち
に
な
っ
て
ご
参
列
く
だ
さ
い
。

今
年
の
豊
作
と
諸
業
の
繁
栄
、
国
の
弥
栄
を
祈
願
い
た
し
ま
す

１1

　紀
元
祭

　

「
建
国
記
念
の
日
」
に
あ
た
り
、
我
が
国
の
誕
生
を
祝
い
、
さ
ら

な
る
繁
栄
を
祈
る
お
祭
り
で
す
。

春
分
に
当
り
神
恩
に
感
謝
し
、
私
た
ち
の
先
祖
の
御
霊
の
幸
を
祈

る
お
祭
り
で
す
。

こ
の
日
、
天
皇
陛
下
が
歴
代
天
皇
・
皇
族
の
御
霊
を
お
祀
り
さ
れ
る
春

季
皇
霊
祭
に
あ
た
り
、皇
居
皇
霊
殿
に
向
か
っ
て
拝
礼
を
い
た
し
ま
す
。

立
春
後
最
初
の
午
の
日
を「
初
午
」と
呼
び
、
お
稲
荷
さ
ま
の
縁
日

と
し
て
お
祭
り
が
行
わ
れ
ま
す
。

12

　末
社
・
永
昌
五
社
稲
荷
神
社

　
　
　
　な
ら
び
に
末
社
・
徳
寿
神
社
初
午
祭

23

　天
長
祭

天
皇
陛
下
の
お
誕
生
日
を
お
祝
い
し
、
ご
長
寿
と
日
本
の
平
安
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す

1

　月
次
祭
（
縁
日
）

春
の
は
じ
ま
り
に
あ
た
り
、
国
中
の
無
病
息
災
を
願
い
ま
す
。

3

　節
分
祭

★縁　日
　毎月１日・15日・28日

★フリーマーケット
　（主催　東京市友会）
　毎月15日・28日

★骨董市（主催　楽市楽座）
　毎月第1・2・4・5日曜日
　28日にあたる場合は休会

※当日は駐車場が少ない
　ため、公共交通機関を
　ご利用下さい。

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　

みなさま
おさそいあわせ
の上ご参列
　　ください
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特
設
舞
台
か
ら
豆
ま
き
を
し
て
い
た
だ
く
年

男・年
女
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

　

節
分
神
札
と
福
豆
を
授
与
致
し
ま
す
。

　

富
く
じ
賞
品
の
協
賛
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

協
賛
い
た
だ
い
た
お
店
の
芳
名
を
ご
社
頭
に

掲
示
、社
報
春
号
に
掲
載
致
し
ま
す
。

福
は
う
ち
！

節
分
祭
豆
ま
き
式

鬼
は
そ
と
！

二
月
三
日（
土
）

〆
切　
一
月
十
五
日

初
穂
料　

二
万
五
千
円　

午
後
四
時
十
五
分　

豆
ま
き
式

豆
ま
き
式
終
了
後　
　

富
く
じ
抽
選
会

※
富
く
じ
は
当
日
午
後
一
時
半
よ
り
境
内
で

　

配
布
し
ま
す
。（
無
く
な
り
次
第
終
了
）

◆
年
男
・
年
女
募
集

〆
切　
一
月
二
十
五
日

初
穂
料　

二
千
円

◆
節
分
災
難
除
招
福
祈
祷

◆
富
く
じ
賞
品
協
賛
の
お
願
い

節
分・豆
ま
き
式
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

節
分
は
一
陽
来
復
と
厄
除
招
福
を
祈
る
伝
統
行
事
で
す
。

温
泉
旅
行
等

豪
華
賞
品
が

当
た
る
！
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放
生
会
・
稚
魚
の
放
流

　
障
が
い
の
あ
る
方
々
の
ア
ー
ト
作
品
を

街
中
に
展
示
す
る
ア
ー
ト
パ
ラ
深
川
。

　
八
幡
宮
境
内
に
は
江
東
区
内
の
障
が
い

者
施
設
の
皆
様
が
描
い
た
ア
ー
ト
絵
馬
を

展
示
。

　
ま
た
今
年
の
干
支
大
絵
馬
は
須
田
雄
真

さ
ん
の
作
品
。
今
年
も
一
年
間
賽
銭
箱
横

に
展
示
さ
れ
ま
す
。（
表
紙
写
真
）

　
旧
暦
で
あ
っ
た
江
戸
時
代
の
八
幡
祭
り
は
中
秋
の
名
月
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ

に
因
ん
だ
中
秋
祭
は
弁
天
池
に
稚
魚
を
放
流
す
る
放
生
会
、
夕
刻
の
御
神
楽
。
ま
た
江
東

区
観
光
協
会
深
川
支
部
に
よ
る
深
川
十
五
夜
祭
り
も
同
時
開
催
。
本
年
よ
り
飲
食
の
提
供

を
始
め
各
種
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
て
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

アートパラ深川
２０２３

10月14日から22日

富
が
岡
歳
時
記

富
が
岡
歳
時
記

9月29日9月29日からから
10月1日10月1日

中秋祭中秋祭

深川出身・光永亮太さん



5

と み が お か NO.111 令和 6年1月発行

　
鎌
倉
時
代
に
制
定
さ
れ
た
日
本
初
の
武ぶ

家け

法ほ
う

で
あ

り
、
武
士
だ
け
で
な
く
庶
民
に
も
強
い
影
響
を
与
え

た
御ご

成せ
い

敗ば
い

式し
き

目も
く

。
そ
の
第
一
条
に
記
さ
れ
た
の
が
、

右
の
言
葉
で
す
。

　
神
様
は
人
間
の
尊
び
敬
う
心
に
よ
っ
て
そ
の
お
力

を
増
し
、
ま
た
人
間
は
神
様
の
お
力
を
い
た
だ
い
て

運
を
開
く
。

　
古
代
か
ら
の
日
本
人
の
信
仰
心
を
端
的
に
表
し
た

こ
の
言
葉
。
神
様
と
人
と
は
一
方
通
行
で
は
な
い
、

お
互
い
が
お
互
い
を
高
め
あ
う
存
在
で
あ
る
と
い
う

思
い
。

　
そ
の
思
い
を
か
た
ち
に
し
た
の
が
、崇
敬
会
で
す
。

　
当
富
岡
八
幡
宮
崇
敬
会
は
、
八
幡
様
の
御
神
徳
を

よ
り
一
層
仰
ぎ
、
自
身
だ
け
で
な
く
世
界
中
の
人
々

と
と
も
に
幸
福
で
あ
り
た
い
と
い
う
人
々
に
よ
り
、

結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
ど
う
ぞ
ご
入
会
い
た
だ
き
、
八
幡
様
と
と
も
に

日
々
の
生
活
を
ま
す
ま
す
充
実
し
た
も
の
と
い
た
し

ま
し
ょ
う
。

会員特典

会員種別

• お名前を崇敬者台帳に記入し、毎
朝の祭典にて家内（社内）安全・
家業（社業）繁栄を祈願いたしま
す。

• 崇敬会特別祈願神札を毎年授与い
たします。

• 祭典・諸行事のご案内をいたしま
す。

• 八月の例祭期間に行われる崇敬会
員のみの特別参拝のご案内をいた
します。

• 社報「富ヶ岡」・「八幡ごよみ」な
どの出版物を贈呈いたします。

• 名誉会員は本会評議員に委嘱いた
します。

• 名誉会員には本祭り各町神輿連合
渡御特別観覧席に御招待いたしま
す。

•「法人会員のうち名誉会員・特別会
員の皆様には正月団体祈祷予約案
内を早期発送いたします。」

• 婚儀殿使用料の割引をいたします。
（会員種別・継続年数によって３～
10％の割引をいたします）

以下のいずれかにご入会いただき
ます。
　正　会　員　年会費　    3,000 円
　維持会員　年会費　    5,000 円
　賛助会員　年会費　  10,000 円
　特別会員　年会費　  50,000 円
　名誉会員　年会費 100,000 円
　なお、賛助会員以上は法人でも
ご入会いただけます。

出版物を贈呈いたします

祭典諸行事のご案内をいたします

毎朝、皆様のご安泰を祈念いたします

秋空の中、香取神宮の大前を参拝、また八
幡宮ゆかりの伊能忠敬のふるさと佐原を散
策、更にしいたけ狩り、酒蔵見学など大変
有意義で充実した旅行になりました。

（参加者 ３６ 名）

香取神宮参拝と
佐原伊能忠敬記念館

10月7日

崇敬会のご案内

崇
敬
会
旅
行

神
は
人
の
敬
に
よ
り
て
威
を
増
し

　
人
は
神
の
徳
に
よ
り
て
運
を
添
ふ
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神
お
札
ふだ
神
おま
符
もり
の郵送授与の御案内

　神札神符授与品は郵送での授与も受け付けています。ご希望の方は、郵便局に備え付けの払込
取扱票（青色の用紙）に下記項目をご記入の上神社までご送金願います。振込確認後２週間前後
で発送させて頂きます。
　なお送料並びに振込手数料はご負担をお願いいたします。
・郵便局振込口座番号　００１１０－４－６９７５７５
・加入者名　富岡八幡宮
・金　　額　神札初穂料と送料の合計金額をお送りください。
・�払込取扱票の通信欄に①授与品の種類と数量　②初穂料　③送料　④御依頼人の住所・氏名・
電話番号をご記入願います。

神札神符の種類・初穂料につきましては
当神社ホームページをご覧ください。
送料は下記の通りになります。
神札神符　１体から３体まで200円
　　　　　４体から10体まで370円

お問い合わせ　富岡八幡宮授与品担当
　　　　　　　０３（３６ ４ ２）１３ １ ５

　１１体以上、またサイズの大きな授与品
はご相談ください。

結婚式のご案内結婚式のご案内
　
富
岡
八
幡
宮
の
結
婚
式
は
富
ヶ
岡
の

大
神
様
の
鎮
ま
り
ま
す
御
本
殿
に
て
執

り
行
わ
れ
る
本
物
の
神
前
結
婚
式
で

す
。
祖
先
か
ら
受
け
継
ぐ
慈
し
み
の
こ

こ
ろ
で
お
ふ
た
り
の
育
ん
だ
愛
と
ご
家

族
の
思
い
を
丁
寧
に
か
た
ち
に
し
て
い

き
ま
す
。

◇初穂料　10万円　　◇衣装・美粧・写真・御会食・披露宴承ります。

お問い合わせは社務所まで。☎03（3642）1315
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令
和
六
年

　厄
年
表
　
（
数
え
年
）

前　厄
24才

巳（へび）
平成　13　年生

26才

卯（うさぎ）
平成　11　年生

25才

辰（たつ）
平成　12　年生

41才

子（ねずみ）
昭和　59　年生

43才

戌（いぬ）
昭和　57　年生

42才

亥（いのしし）
昭和　58　年生

60才

巳（へび）
昭和　40　年生

62才

卯（うさぎ）
昭和　38　年生

61才

辰（たつ）
昭和　39　年生

18才

平成　19　年生
20才

酉（とり）
平成　17　年生

19才

戌（いぬ）
平成　18　年生

32才

酉（とり）

34才

未（ひつじ）
平成　3　年生

33才

申（さる）
平成　4　年生

36才

巳（へび）
昭和　64　年生・平成　元　年生

38才

卯（うさぎ）
昭和　62　年生

37才

辰（たつ）
昭和　63　年生

※61歳の厄年は男女とも厄年とする地方もあります。

本　厄 後　厄
男性の厄年　大厄42才

還　暦　61歳 昭和39年生

古　稀　70歳 昭和30年生

喜　寿　77歳 昭和23年生

傘　寿　80歳 昭和20年生

米　寿　88歳 昭和12年生

卒　寿　90歳 昭和10年生

白　寿　99歳 大正15年生・昭和元年生
※数え年での表記になっております。

長寿のお祝い

前　厄 本　厄 後　厄
女性の厄年　大厄33才

幸せ祈願は
八幡様へ
幸せ祈願は
八幡様へ
幸せ祈願は
八幡様へ

お守り　いろいろお守り　いろいろお守り　いろいろお守り　いろいろ

金運　財運　富久御守
ふ く

仕事守
毎日頑張るあなたに
初穂料８００円

勝守
すべてに勝つ
初穂料８００円

七渡神社
縁結びみくじ

天然石ストラップが
付いています
初穂料300円

金運と幸せを
お財布にどうぞ
初穂料８００円

　

郵送での授与も受け付けています。詳しくは本誌６頁をご覧ください

亥（いのしし）

平成　5　年生

60才

巳（へび）
昭和　40　年生

62才

卯（うさぎ）
昭和　38　年生

61才

辰（たつ）
昭和　39　年生

初穂料800円

釣行安全
大漁守り

◆獅子舞奉納　巴美会
　1 月3日（水）10時45分
◆太鼓演奏　葵太鼓
　1 月8日（月）　9時30分
　　　　　　　　14時
　　　　　　　　15時30分
◆刺又乗り　宮頭のみなさん
　1 月7日（日）　14時半頃

お正月の
催し物

一白水星の方 八白土星の方
昭和38年生
昭和47年生
昭和56年生
平成 2年生
平成11年生
平成20年生

四緑木星の方
昭和35年生
昭和44年生
昭和53年生
昭和62年生
平成08年生
平成17年生

※上記の方々は注意すべき年回りに当っておりますので
　八方除をお勧めいたします
※当社では方位除の御祈願を希望される方も八方除で行っております

昭和31年生
昭和40年生
昭和49年生
昭和58年生
平成04年生
平成13年生
平成22年生

八 方 除




